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松倉 信幸1 
  
要旨 
日英語のことわざや成句に見られる表現はそもそも肯定文および否定文にしても、これ
らの成り立ちによって、そのことわざや成句の成立した背景を理解するのは困難ではない。
たとえことわざや成句が否定文であっても、その表現そのものに、その表現のコンテクス
トが内包されていると、とらえることができよう。  
日本語と英語のことわざを比較して見ると、日本語では否定であっても英語では肯定で
表す例がしばしば見られる。また、英語には否定語を用いずに否定の意味を含意する語句
を用いた肯定文によって、否定を表す例も見られる。否定語を用いない肯定文による英語
の例は当然のことであるが、ポジティブ表現であるのに対して、これを否定語を用いた日
本語に置き換えた場合には、その英語の例とは反対のネガティブ表現になる。  
日本人のことわざを理解するには、英語が肯定表現であっても、否定表現のほうがしっ
くり定着する場合がしばしば見られる。本稿では、日英語比較の視点から、ことわざの英
語表現が肯定文であるのに、もう一方で、そのことわざの日本語表現が否定文である表現
形式の差異について考察を加える。 
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１．はじめに 
 否定文は通常ある任意の情報が誤っている場合に、その情報の誤りを訂正するために用
いられる。この意味で情報構造の点から、肯定は無標 (unmarked)であるのに対して、否定
は有標(marked)である。したがって、否定文は肯定文に比べて、あらかじめ話題になって
いる事柄を否定するため、肯定文とは比較にならないほどコンテクストの前提と深い繫が
りがある。安西徹雄(2000:41-43)には、アメリカ独立宣言の英文(1)と柳父章および福沢諭
吉のそれぞれの訳文(2)と(3)が掲載されていた。安西は(1)と(2)を名詞中心の表現として、
(3)を動詞中心表現であると述べて、ここで取り上げたい否定については触れていない。  
 
(1)When in the course of human events it becomes necessary for one people to dissolve 
the political bands which have connected them with another, and to assume among 
                                                   
1 国際人間科学部国際学科 
33
鈴鹿大学・鈴鹿大学短期大学部紀要 
人文科学･社会科学編 第 2 号 2019 
松倉 信幸，ことわざおよび成句に関する否定表現の日英語比較 
the powers of the earth, the separate and equal station to which the Laws of Nature 
and of Nature’s God entitle them, a decent respect to the opinions of mankind 
requires that they should the causes which impel them to the separation.  
(2) (直訳：柳父訳) 人類の諸事件の経過において、一国民が他の国に結びつけられていた
政治的な絆を解き放ち、自然法と自然の神の法がその国民に付与した分離した平等の地
位を地上の列強の間で占めることがその国民にとって必要となる時、人類の世論に対す
る当然の配慮は、彼らが分離せざるをえなかった理由を宣言すべきであるということを
要求する。 
(3) (福沢訳) 人生已むを得ざるの時運にて、一族の人民、他国の政治を離れ、物理天道の
自然に従って世界中の万国と同列し、別に一国を建てるの時に至ては、其建国する所
以の原因を述べ、人心を察して之を布告せざるを得ず。  
安西徹雄(2000:41-43) 
 
興味深いのは、上記の(1)の英文には一切否定文はないが、日本語直訳の(2)には否定文が
一か所、(3)の福沢訳には２か所も否定文がみられる。この点から、日本語では現代の名詞
中心の表現よりも明治期の動詞中心表現の方が、より否定で表現するのが一般的であった
と考えられよう。  
次に、日本人がしばしば口にする否定表現に「すみません」がある。この表現は、ジー
ニアス英和辞典第 5 版によると、Excuse me の語法欄に下記の記述が見られる。  
 
(4) [Excuse me.に対する応答] a 中座したり、人の前を通ったりするとき：聞き手は何も言
わないか、話し手の方に目をやってうなずくのがふつう。Sure.や Okay.と短く答えるこ
ともある。B おわびのとき：That’s all right., That’s O.K., Excuse me.(こちらこそ)な
ど。 
(5) [感謝の「すみません」] 感謝の意の「すみません」は Thank you.と言う：「Thank you
【×Excuse me】for seeing me off. すみません、お見送りいただいて。 
 
上記より、「すみません」は謝罪と感謝の場合の両方に用いられる日本語であることがわ
かる。今度は(6)および(7)の三省堂ウィズダム和英辞典第 2 版、(8)および(9)の研究社新和
英大辞典第５版によると、  
 
(6)【謝罪】すみません。大丈夫ですか。（人の足を踏んだときなどに）I’m sorry. Are you 
all right? 
(7)【感謝】Thank you.(⇒ありがとう) 手伝ってもらってすみません。Thank you for  
your help [for helping me]. 
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(8)【依頼・謝罪などを表して】[呼び止めるとき] Excuse me!  
    [謝罪 ]すみませんが窓を閉めていただけませんか。Excuse me, would you mind 
closing [shutting] the window?  
(9)【感謝を表して】Thank you (very much)《for your trouble.》 
こんな立派な物を頂戴してすみません。I don’t know how to thank you for this  
    wonderful gift. いつもすみません。Thank you. You’re always so kind. 
   
上記の(8)の例では、謝罪および依頼をする場合に「すみません」を用いることがわかる。 
森田(1998:45-47)によると、「すみません」は、「もしもしの意の呼び掛け語となり、さら
に相手に受け入れてもらえ、相手の縄張りに加えてもらえる感謝の気持ちに転じて、有難
うの意味としての挨拶語となる」と述べている。  
日本語の「すみません」は否定語であるにもかかわらず、「謝罪・依頼・感謝」の表現
であり、謝罪の意味でも自分の非を認めたうえでの謝罪ほどの重い意味がなく、ただ単に
挨拶程度の軽い意味で用いているのである。  
  
２．肯定と否定 
日英語のことわざや成句に見られる表現はそもそも肯定文および否定文にしても、その
成り立ちは、歴史的に過去に遡らねばならず、聖書やシェークスピアなどの書物からの出
典、および故事、民間伝承による場合が見られる。これらの成り立ちによって、そのこと
わざや成句の成立した背景を理解するのは困難ではない。これらの点から、ことわざや成
句が否定文であっても、その表現そのものにコンテクストが内包されていると、とらえる
ことができよう。日本語と英語のことわざを比較して見ると、日本語では否定であっても
英語では肯定で表す例がしばしば見られる。  
 
(10) a. Where there is a will, there is a way. 
    b. 意志あるところに道あり。  
    c. 精神一倒何事か成らざらん。 
(11) a. Make hay while the sun shines. 
    b. 太陽の照っている間に干し草を作れ。  
    c. 好機逸すべからず。  
(12) a. Do to others as you would be done by. 
    b. 自分がしてもらいたいように他人にせよ。  
    c. 己の欲せざるところを人に施すなかれ。  
(13) a. A bad workman blames his tools. 
    b. へたな職人は道具に難癖をつける。  
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    c. 弘法筆を選ばず。 
(14) a. Pride goes [comes] before [destruction] a fall. 
    b. 高慢の後に没落が来る。(奢り高ぶる者は必ず痛い目にあう。) 
    c. 奢る者久しからず。  
(15) a. Hunger is the best sauce. 
    b. 空腹は最上のソース。  
    c. 空腹にまずいものなし。  
 
上記の(11)と(12)は外山滋比古(1992:114)からの引用である。(12b)の例の日本語について、
外山は「これでは日本語のことわざの発想とはなじまない。否定にして、己の欲せざると
ころを人に施すなかれとしてはじめて、すんなり受け入れられる」と述べている。日本人
が上記のことわざを理解するには、英語が肯定表現であっても、否定表現のほうがしっく
り定着するのである。しかしながら、その根拠について外山は述べていない。  
 
３．日英語の否定語の位置 
 英語と日本語は文における動詞と目的語の語順が全く正反対の語順(word order)のため、
英語と日本語の文構造は鏡像関係にある。英語の語順は SVO のため、否定の要素は通常
文頭の主語の次の述語の位置に置かれる。しかし、日本語の語順は SOV のため、否定の要
素は必然的に文の右側(文末)に置かれる。したがって、否定語の位置はそれぞれの語順の
違いによって、英語は文頭に、日本語は文末に置かれ、まさに鏡像関係を持ち全く逆に位
置することになる。  
 
(16) a. Man cannot [does/shall not] live by [on] bread alone. 
    b. 人はパンのみに生きるにあらず。  
(17) a. You cannot teach an old dog new tricks. 
    b. 老犬に新しい芸は仕込めない。  
(18) a. There are no birds of this year in last year’s nests. 
    b. 去年の巣の中に今年の鳥はいない。（いつも柳の下にどじょうはおらぬ。）  
(19) a. There is no royal road to learning.  
    b. 学問に王道なし。 
(20) a. Life is not all beer and skittles. 
    b. 人生はビールと九柱戯ばかりではない。（月夜半分闇半分。）  
(21) a. Roma was not built in a day. 
    b. ローマは一日にして成らず。  
また、この否定語の位置における日英語の鏡像関係をより一層英語は際立てる特徴が見
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られる。それは否定語ができる限り、文頭の左側に位置するのが英語の特質の一つと言え
るからである。例えば、「誰もが彼を嫌っている。」を英語で表現する場合に“Everybody 
does not like him.”は部分否定であって、全部否定で否定語を文頭に置いた“Nobody likes 
him.”が相応しい表現である。 下記の(22)および(23)の Nothing, (24)None, (25)および(26)
の Never, (27)Do not の例は否定語が前方に置かれる好例といえる。   
 
(22) a. Nothing dries sooner than a woman’s tears . 
    b. 女の涙ほど早く乾くものはない。 
(23) a. Nothing emboldens sin so much as mercy. 
    b. 慈悲ほど罪を奨励するものはない。  
(24) a. None but the brave deserves the fair. 
    b. 勇者にあらずんば美女を得ず。  
(25) a. Never put off till tomorrow what can be done today.  
    b.今日為しうることを明日まで延ばすなかれ。  
(26) a. Never look a gift horse in the mouth. 
    b. もらいものの馬の口の中をのぞくな。もらいものに苦情。 
(27) a. Do not throw [cast] pearls before swine.  (新約聖書マタイ伝 7 章 6 節) 
    b. 豚の前に真珠を投げてやるな（猫に小判）。 
 
４．否定語を用いない肯定文による否定表現 
 英語には否定語を用いずに否定の意味を含意する語句を用いた肯定文によって、否定を
表す例が見られる。したがって、否定語を用いない肯定文による英語は当然のことである
が、ポジティブ表現であるのに対して、これを日本語に置き換えた場合には反対のネガテ
ィブ表現になる。下記の(28a)および(29a)では ‘but,’ (30a)および(31a)では ‘only,’ (32a)では
‘too,’  そして(33a)では ‘less than’を用いて、日本語では否定表現になっている。  
 
(28) a. A wonder lasts but nine days. 
    b. 不思議なことも９日しか続かない。  
(29) a. Life is but an empty dream. 
    b. 人生ははかない夢にすぎない。  
(30) a. There’s only two good women in the world; one is dead, the other not found.  
    b. この世によい女は２人しかいない。その１人は死んでいて、もう１人は行方がわか
らない。 
(31) a. Stars can be seen only at night. 
    b. 星は夜しか見えない。  
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(32) a. His nature is too noble for the world.  
    b. 品性高潔すぎてこの世には容れられない。  
(33) a. Present fears are less than horrible imaginings. 
    b. 現実の恐怖は恐怖の想像に及びはしない。  
 
５．二重否定 
 否定文には否定語を二つ用いた二重否定を用いて、「強意の肯定」あるいは「肯定の強
調」となる例が下記の(34a)～(38a)の例に見られる。これらの例は「否定を強調」する非標
準英語(I don’t know nothing.)とは異なり、ことわざであるため、慣用的に用いられた「強
意の肯定」として用いられた標準英語の例である。  
 
(34) a. There is no smoke without fire. 
    b. 火のない所に煙は立たない。 
(35) a. There is no rule without exceptions. 
    b. 例外のない規則はない。  
(36) a. There is no love sincerer than the love of food. 
    b. 食物への愛以上に誠実な愛はない。 
(37) a. I have no other but a woman ’s reason. 
    b. 女の理由以外に理由はない。  
(38) a. I have nothing to offer but blood, toil, tears and sweat.  
    b. 私に捧げるべきものは、血と労苦と涙と汗以外ありません。  
 
上記の例の ‘There is…’および ‘I have…’からわかるように、ことわざおよび成句に見られ
る二重否定の存在を表す意味の構文は、これら二つがその代表的な例といえよう。これら
の二重否定は「強意の肯定」であるため、文頭に否定語が置かれた(39a)～(43a)の例は強調
の意味をさらに強めた表現である。また、(39a)～(43a)の文頭の否定辞、never, nothing, 
no はすべて ‘n’で始まる。その理由は古英語では動詞を否定する否定辞が ‘ne’であったため
であり、これは英語の起源と同一のインド・ヨーロッパ語族に由来するドイツ語 ‘nicht’お
よびフランス語の ‘ne’と関係が深い。  
 
(39) a. Never twice without three times. 
    b. 二度あることは三度ある。  
(40) a. Never too old to learn. (No man is so old but he may learn.) 
    b. 年を取り過ぎて学べないということはない。  
(41) a. Nothing more certain than uncertainties. 
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    b. 不確かさほど確かなことはない。  
(42) a. No taxation without representation. 
    b. 代表権がなければ課税はない。  
(43) a. No man can lose what he never had. 
    b. 誰も手に入れたことのないものを失うことはできない。  
 
6. 日英語の思考形式 
6.1.‘No’と「はい」 
 日本人のコミュニケーションにおいて、相手からの無理な依頼に対して、断る場合であ
っても、その場できっぱりと断らずに取り敢えず、「わかりました。考えておきます。」
または「検討させて頂きます。」と答えて、実際にはそれ以上進めないことがある。これ
は相手に配慮して、相手のことばを頭から否定することなく、和を保とうとする気持ちを
表している。いわば相手志向のコミュニケーション・スタイルである。  
 しかし、下記のような英語の特に否定疑問の場合に、コミュニケーション・ギャップが
見られる。 
 
(44) Mikami:     I’ll be home late tonight.  
    Host Mother: Okay. So you don’t need dinner tonight?  
    Mikami:     Yes. 
    Host Mother: You do or you don’t? 
    Mikami:     Yes.                       (NHK テレビミニ英会話:October,1999) 
(44)’ Mikami:    I’ll be home late tonight.  
    Host Mother: Okay. So you don’t need dinner tonight?  
    Mikami:     No. 
    Host Mother: Okay. Have a nice night. 
    Mikami:     You, too. 
      
上記の(44)は、学生が海外にホームステイした際にホストファミリーとの会話において生
じたコミュニケーション・ギャップの例である。日本人は例えば「日本語話せませんか。」
と尋ねられたら、「はい、話せません。」と答えるように、常に相手の気持ちを受け入れ
る姿勢を表して、「はい」と返事を返している。しかし、英語では疑問文が肯定であろう
が否定であろうが、それに関係なく答えが肯定であれば ‘Yes’であり、否定であれば ‘No’と
答える。したがって、上記(44)の正しい英語コミュニケーションは(44)’になる。 
 
6.2. 否定に関する日本人のコミュニケーションとその背景 
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 金田一春彦は『日本人の言語表現』(1975:228)において、「われわれ日本人には、昔か
ら、どういう場合には発言するな、という消極的な教えばかり多くて、積極的にどうせよ
という教えは少なかった。そのために日本人は、のびのびと発言できないことが多かった
ようである。」と述べている。確かに家庭では両親から、「～してはいけません（よ）」
とよく言って聞かされ、躾けられることがしばしばある。  
 
７．辞書編纂者の解釈 
 英語の二重否定については既に先に掲げたが、本章では“It never rains but it pours.”に
ついて、その訳語としての日本語の解釈について考察する。この英語の日本語の意味につ
いて、ジーニアス英和辞典第 4 版によると、「降れば必ずどしゃ降り；2 度あることは 3
度ある、（中略）災難・不幸が重なる意だが、好ましいことに用いることもある。」との
記述がある。  
 しかし、鈴木孝夫(1973:18-23)によると、上記の辞典が発行される以前に日本で出版さ
れていた代表的な英和辞典の表記は下記 (45)および(46)の通りであった。これらの辞典に
は、まだジーニアス英和辞典 4 版に見られる肯定的な解釈は見られない。ところが、 (45)
および(46)と同年代の英英辞典の解釈は下記の(47)および(48)の通りである。これら英英辞
典には、特に不幸(esp. misfortunes)とは書いてあるが、うれしいことや、好運が連続して
起きることをはっきり排除していない。この英語の解釈は日本語の「二度あることは三度
ある。」が相応しいと鈴木は述べている。これは現代のジーニアス英和辞典の解釈と同じ
である。さらに、鈴木は「雨、ことにどしゃぶりということばに対する、日本人が持って
いる潜在的な受け取り方が、この諺を、好ましくない方に限定させたのではないかと思っ
ている。（中略）雨に降られることに対する日本人の否定的な評価が、この不思議な誤解
を生みだしたと考えることはできないだろうか。」と述べている。鈴木のこれらの指摘に
よって、現在の英和辞典は修正が施されてきたものと考えられる。  
 
(45)「降れば必ずどしゃ降り（災難不幸は一時に来る）。」『研究社英和大辞典 1953 年版』 
(46)「降れば必ずどしゃ降り、不幸は重なるもの。」『三省堂最新コンサイス英和辞典 1958
版』 
(47) events, esp. misfortunes always come together. (COD 3rd1937, 4th1952, 5th1963)  
(48) events, esp. misfortunes, come many together. (POD 1934) 
 
鈴木の上記の指摘によって、辞書編纂者の誤った解釈の仕方に端を発し、英語のことわ
ざの意味の正確さを欠いた日本語訳が辞書を読む人に受け継がれたことが理解できる。さ
らに、ことばに対して、そのことばを肯定的にとらえるのか、否定的なのかといった日本
人のことばに対するとらえ方や見方についても学ぶことができた。  
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８. おわりに 
日本語と英語のことわざを比較してみると、日本語ではネガティブ表現であっても英語
ではポジティブ表現で表す例がしばしば散見される。これらの例によって、日本人はネガ
ティブな表現で言い表すことの方が自然な場合がしばしば見られる。日本人は相手との対
人コミュニケーションにおいても、相手に配慮して自己を卑下したり、自己否定までして、
相手を持ち上げてコミュニケーションを行う場合すら見られる。 
また、辞書編纂者の誤った解釈の仕方に端を発し、英語のことわざの意味の正確さを欠
いた日本語訳が辞書を読む人に受け継がれた例も見られる。この誤った解釈の仕方にさえ
も、日本人の否定的な評価の仕方に、この誤りが由来していたことが認識できた。    
ことわざに対して、そのことわざをポジティブにとらえるのか、あるいはネガティブに
とらえるのかといった日本人のことわざに対するとらえ方や見方についても考察を加える
ことができた。  
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